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会議名 令和６年度大野中地区まちづくり会議(第２回全体会) 

開催日時 令和６年７月１８日（木） 午後７時００分～午後８時４０分 

開催場所 大野中公民館 1 階 大会議室 

出 

席 

者 

委 員   １７人（別紙のとおり） 

その他    ３人（南区役所区政策課） 

大野中まちづ

くりセンター 
   ２人 

公開の可否 ■可  □不可  □一部不可 傍聴者数 ０人 

公開不可・一部不可

の場合は、その理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



審  議  結  果 

 

１．開会 

 

２．会長あいさつ 

会長代理として、田村副会長から挨拶がされた。 

 

３．新委員の紹介 

 大野中地区社会福祉協議会 会長 原口 和博 

 大野中地区企業（大野台事業所協議会）（株式会社ギオン）代表 末廣 誠司 

 大野中地区小学校ＰＴＡ（大野台小学校ＰＴＡ） 代表 簾 重美 

 

４．行政からのお知らせ 

 （１）南区合同庁舎のあり方検討について（南区役所区政策課） 

   南区役所区政策課から資料に沿って説明があった。 

 

５．議 題 

（１）副会長の選出について 

 大野中地区社会福祉協議会の大澤前会長の退任に伴う副会長１名の欠員補充とし

て、大野中地区社会福祉協議会の原口現会長が後任の副会長として選出された。 

 

（２）第８期相模原市南区区民会議委員の推薦に係る報告について 

 田村副会長を前期に引き続き推薦していることの報告が行われた。 

 

（３）『令和６年度大野中地区まちづくりを考える懇談会』に係る検討について 

テーマ「高齢化に伴う買い物支援と移動手段の確保について」 

ア．懇談事項の検討について 

  以下の役員案のとおり決定した。なお、文案を一部修正することとなった。 

  （役員案） 

１．高齢者用のタクシー券の交付等について 

   ２．乗合タクシー等の今後の展開について 

   ３．移動販売車の普及に向けて 

 

（主な意見等） 

・身近に困っている人はいないが、本当にこうした取組が必要なのか、分かる様

にした方がよい。（山本委員） 



・文案に大野中地区の困り具合がもう少し表現されていないと、市に地域の思い

が伝わらないのではないか。（細谷委員・大久保委員など） 

 →役員会で検討して、次回全体会で改めて提示する。（大野中まちづくりセンタ

ー） 

・趣旨の資料についても、当日は市に説明するのか。（大久保委員） 

 →その予定である。（大野中まちづくりセンター） 

・乗合タクシーに導入条件はあるのか。（大久保委員） 

 →現在は実証実験中の段階であり、制度化された訳ではないので分からないが、

コミュニティバス等と同様に条件が課される可能性もあるのではないか。そ

のあたりは、当日、市との懇談の中で聞いていただければと思う。（大野中ま

ちづくりセンター） 

  ・委員の皆さんは、バス路線や運行状況等、理解できているのか。（原口副会長） 

・コミュニティバスの導入条件を教えて欲しい。（髙橋委員） 

 →前回配布した「さがみはら移動支援ブック」記載のコミュニティバスの導入

条件のページを説明。（大野中まちづくりセンター） 

 

 イ．当日の役割分担について 

    会長不在であり、次回全体会で決めても間に合うことから、改めて検討する

ことになった。 

 

６．その他 

 （１）各団体の情報提供・情報交換について 

  意見等なし。 

 

（２）令和６年度の会議日程について【再掲】 

  ※変更なし 

 

７．閉会あいさつ（原口副会長） 

 

 

以 上   

 



大野中地区まちづくり会議委員名簿 

（まちづくり会議委員の役職：会長◎、副会長◇） 

No 推薦団体名 役職等 氏名 備考 

1 大野中地区自治会連合会 会長 ◎森 逸雄 欠席 

2 大野中地区商店会 代表 ◇田村 小次郎 出席 

3 大野中地区民生委員児童委員協議会 会長 ◇堤 道子 出席 

4 大野中地区老人クラブ連合会 代表 ◇小林 太 出席 

5 大沼公民館 館長 ◇佐藤 純 出席 

6 大野中地区社会福祉協議会 会長 ◇原口 和博 出席 

7 大野中地区自治会連合会 副会長 細谷 剛 出席 

8 大野中地区自治会連合会 副会長 川島 光子 出席 

9 大野中地区自治会連合会 副会長 玉利 博 出席 

10 大野中公民館 館長 大久保 宗俊 出席 

11 大野台公民館 館長 髙安 祥介 出席 

12 大野中地区子ども会育成連絡協議会 代表 野口 裕光 欠席 

13 大野中地区防犯協会 代表 平野 大介  欠席 

14 大野中地区交通安全母の会 代表 古賀 幸枝 出席 

15 大野中地区連合自主防災隊 代表 髙橋 健一 出席 

16 相模原市消防団南方面隊第３分団 代表 西口 卓也 出席 

17 大野中地区企業（大野台事業所協議会） 代表 末廣 誠司 欠席 

18 大野中地区青少年指導委員 代表 山本 達郎 出席 

19 大野中地区スポーツ推進委員 代表 金本 祥司 欠席 

20 大野中地区小学校ＰＴＡ 代表 簾 重美 出席 

21 大野中地区中学校ＰＴＡ 代表 村松 忠仁 欠席 

22 大野中地区健康づくり普及員 代表 小助川 和夫 欠席 

23 大野中地区ボランティアグループ 代表 本田 清子 出席 

24 大野中地区地域包括支援センター 代表 谷 梨絵 出席 

 



令和６年度 大野中地区まちづくり会議【 第２回全体会 】 次第 

日時：令和６年７月１８日（木）午後７時 
場所：大野中公民館 大会議室 

１．開 会 

２．会長あいさつ 
 
３．新委員の紹介 
 
４．行政からのお知らせ 
（１）南区合同庁舎のあり方検討について（南区役所区政策課） 
 
５．議 題 
（１）副会長の選出について 
 
（２）第８期相模原市南区区民会議委員の推薦に係る報告について 
 
（３）『令和６年度大野中地区まちづくりを考える懇談会』に係る検討について 
 テーマ「高齢化に伴う買い物支援と移動手段の確保について」 

ア．懇談事項の検討について 
 
   イ．当日の役割分担について 

 
 
６．その他 
 （１）各団体の情報提供・情報交換について 

 
（２）令和６年度の会議日程について【再掲】 
 
 

７．閉会あいさつ 



No 推 薦 団 体 名 役職等 氏名 会の役職 備考

1 大野中地区自治会連合会 会長 森　逸雄 会長

2
大野中地区商店会
（大野中地区商店連合会）

代表 田村　小次郎 副会長

3 大野中地区民生委員児童委員協議会 会長 堤　道子 副会長

4 大野中地区老人クラブ連合会 代表 小林　太 副会長

5 大沼公民館 館長 佐藤　純 副会長

6 大野中地区社会福祉協議会 会長 原口　和博 新任

7 大野中地区自治会連合会 副会長 細谷　剛

8 大野中地区自治会連合会 副会長 川島　光子

9 大野中地区自治会連合会 副会長 玉利　博

10 大野中公民館 館長 大久保　宗俊

11 大野台公民館 館長 髙安　祥介

12 大野中地区子ども会育成連絡協議会 代表 野口　裕光

13 大野中地区防犯協会 代表 平野　大介

14 大野中地区交通安全母の会 代表 古賀　幸枝

15 大野中地区連合自主防災隊 代表 髙橋　健一

16 相模原市消防団南方面隊第３分団 代表 西口　卓也

17
大野中地区企業（大野台事業所協議会）
（株式会社ギオン）

代表 末廣　誠司 新任

18
大野中地区青少年指導委員
（大沼地区）

代表 山本　達郎

19
大野中地区スポーツ推進委員
（大野中地区）

代表 金本　祥司

20
大野中地区小学校ＰＴＡ
（大野台小学校ＰＴＡ）

代表 簾　重美 新任

21
大野中地区中学校ＰＴＡ
（鵜野森中学校ＰＴＡ）

代表 村松　忠仁

22
大野中地区健康づくり普及員
（大沼地区)

代表 小助川　和夫

23
大野中地区ボランティアグループ
（ボランティア華）

代表 本田　清子

24
大野中地区地域包括支援センター
（大野台地域包括支援センター）

代表 谷　梨絵

大野中地区まちづくり会議委員名簿



南区合同庁舎のあり方基本構想
策定に向けた基本的な考え方

相模原市 令和６年６月

１ はじめに

南区合同庁舎は、令和５年で建設から４０年を迎え、老朽化が進行していること

から、市一般公共建築物長寿命化計画（令和６年３月改定）により、施設のあり方

を検討のうえ、長寿命化改修工事を実施することを位置付けています。

本紙は、長寿命化改修工事に向け、令和６年度を目途に周辺施設を含む施設のあ

り方及び南市民ホールの跡地活用も踏まえた「南区合同庁舎のあり方基本構想」を

策定するにあたり、市民のみなさまからご意見を伺うため、基本的な考え方を整理

したものです。

●建築設備の老朽化
・経年劣化を原因とする空調機器、
衛生設備の不具合

●設備の陳腐化
・バリアフリーや施設の使いづらさ
（和式トイレ等）
・エネルギー効率の改善

●諸室のスペース不足
・職員配置数の増加によるスペース
不足
・防災拠点としてのスペース不足
・新たな行政ニーズに対するスペース
不足

●諸室の配置
・行政機能と市民活動機能の混在
・市民利用窓口の点在による導線
のわかりにくさ

３ 南区合同庁舎の主な課題

６ 整備の考え方

本事業の実施に当たっては、南区合同庁舎の円滑な長寿命化改修工
事の実施や課題の解消に向け、敷地全体を活用し、適切な施設配置と
なるよう検討します。

① 長寿命化改修工事と業務継続性の両立

改修工事を行うためには、仮設庁舎等を建設し全面的に機能を移転し工事を

行う方法とフロアごとなど一部ずつ機能を移転しながら工事を行う方法があり

ます。

費用や工期、騒音や振動による影響を考慮し、適切な方法で工事を実施しま

す。

② 南市民ホール跡地の活用

南区合同庁舎の機能不足解消に向け、現在の南区合同庁舎の一部機能の移

転・拡充のために活用します。

２ 南区合同庁舎の概要

竣工：
昭和５８年
敷地面積：
８，４５２㎡
主な施設：
・南区役所
・大野南公民館
・南市民ホール
・青少年相談セン
ター南相談室

７ 想定スケジュール

５ 南区合同庁舎に導入を想定する機能（続き）

基本方針１～３（共通）

◆持続可能な施設機能

・将来的な業務の増加や新たな制度、災害、多様化する市民ニーズ等、様々な

変化に対応できる、他の用途に転用可能な諸室や空間の確保

◆ユニバーサルデザインの推進

・障害の有無や年齢などにかかわらず、誰もが快適に利用できる環境づくり

◆環境に配慮した整備

・環境負荷軽減を念頭においた庁舎の省エネルギー化の改修整備

◆来庁しやすい駐車場・駐輪場

・現状と同等以上の駐車台数の確保

・来庁者の動線を考慮した、駐車場からアクセスしやすい庁舎出入口

敷
地
出
入
口

令和６年度 令和７年度 令和８年度以降

基本構想
（R7.３策定）

基本計画 基本設計・実施設計 改修工事



基本方針１ 南区の行政サービスの拠点
・市民にとって便利で利用しやすい窓口サービスの提供
・将来を見据えた多様化する行政ニーズへの柔軟な対応

４ 基本理念・基本方針

南区合同庁舎がこれまで担ってきた南区の行政サービスの拠点とし
ての機能や市民活動の拠点としての機能、相模大野駅周辺に配置され
ている他施設の広域的な市民・文化活動機能を踏まえ、今後多様化が
見込まれる行政サービスへの対応や、より身近で多様な市民活動を支
える複合施設を目指し、次のとおり基本理念を定めるものです。

南区のまちをつくる行政と市民の活動拠点
～みんなが集う みりょくあふれる 南区のランドマーク～

基本理念

基本方針

南区の
行政サービス
の拠点

南区・大野南地区の
市民活動
の拠点

南区の
安全・安心の拠点

南区合同庁舎

５ 南区合同庁舎に導入を想定する機能

◆より身近で使いやすい貸室

・受付窓口を近接に配置し利便性向上

・大野南公民館の稼働率等を考慮した適正な規模の貸室

・防音機能を備えた部屋など、様々な市民ニーズを捉えた貸室

◆開かれた交流スペース

・誰もが気軽に立ち寄ることができ、市民の憩い、安らぎに繋がる交流空間

・文教地区である大野南地区在学の学生や地域住民との交流を生む場

・キッチンカー等の設置ができる屋外イベントスペース兼駐車場

◆安全で安心して使える庁舎

・老朽化した設備の更新による安全の確保

・個人情報の取扱に配慮した、オフィスセキュリティの確保

◆市民を守る防災機能

・災害時の業務継続性を確保するための設備の適切な維持・管理

・ＬＡＮやデジタル防災無線等のネットワーク機器を整備した諸室

・利用しやすい資機材保管スペース

◆便利で利用しやすい窓口

・市民の利便性を重視した窓口とゆとりある待合スペース

・行政手続きや相談が１か所で行えるようなワンストップ窓口

・市民窓口機能の低層階配置

・プライバシーに配慮した安心して利用できる窓口

◆使いやすい会議室・相談室

・利用状況、利用用途に応じた適正な規模の会議室・相談室

・各種検診、選挙における投票所など、様々な用途での利用を想定した会議室

・誰もが気軽に相談でき、かつプライバシーを確保できる配置の相談室

◆業務高効率性が高くクリエイティブ性が発揮される事務室

・職員の業務効率性が向上する働きやすい環境

・フリーアドレスの導入やペーパーレス化を基本としたレイアウトの事務室

・行政ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の進展に合わせた執務環境

基本方針１ 南区の行政サービスの拠点

基本方針２ 南区・大野南地区の市民活動の拠点

基本方針３ 南区の安全・安心の拠点

基本方針２ 南区・大野南地区の市民活動の拠点
・もっと身近で、もっと使いやすい市民活動施設の設置
・地域住民ニーズを捉えた多様な市民活動の場の提供

基本方針３ 南区の安全・安心の拠点
・安全・安心で親しみやすい庁舎の整備
・有事の際の防災拠点としての機能の充実



南区合同庁舎のあり方基本構想策定に向けたアンケート 

 

 南区合同庁舎は、建設から４０年が経過し、老朽化が進んでいることから、市一般公共建

築物長寿命化計画において、施設のあり方を検討したうえで、長寿命化改修工事を実施する

ことを位置付けています。 

 今後、改修工事に向け、南区合同庁舎周辺の行政機能を含む施設のあり方や南市民ホール

跡地活用を踏まえた基本構想を策定してまいります。 

南区合同庁舎がこれからも南区の拠点としてふさわしい、より利便性の高い施設となるよ

う、施設利用者の皆様のお考えやご意見をお聞かせいただきたく、アンケート調査を実施し

ますので、ご協力をお願いします。 

なお、回答は本アンケート用紙または Web フォームへの入力にてご回答をお願いします。 

【Web フォーム】 

https://logoform.jp/form/oWjU/627670  
 

問１ あなたご自身のことについておたずねします。 

（１）年齢（あてはまる項目１つに☑ ） 

□１０歳代 □２０歳代 □３０歳代 □４０歳代 □５０歳代 
□６０歳代 □７０歳代 □８０歳代以上 □無回答  

 

（２）お住まいの地区（あてはまる項目１つに☑ ） 

□大野中地区 □大野南地区 □麻溝地区 □新磯地区 □相模台地区 

□相武台地区 □東林地区 □中央区 □緑区 □他市区町村 

 

（３）南区合同庁舎までの交通手段（あてはまる項目１つに☑ ） 

□徒歩  □自転車・バイク □電車・バス □自動車 □その他 

（        ） 

 

問２ 南区合同庁舎へのご用件（☑ はいくつでも） 

□戸籍、住民票、印鑑登録の

手続など 

□国民健康保険、国民年金の

手続など 

□マイナンバーカードの 

手続など 

□税証明の発行等、税金の 

手続など 

□軽自動車、バイクの 

手続など 

□道路、境界等の手続など 

□市民相談 □自治会や地域活動に関す

る相談など 

□会議への参加・傍聴 

□公民館利用 □刊行物、申請書などの入手 □イベントへの参加 

□上記の選択肢以外 

（具体的に：                                ） 

↓裏面に続きます。 

https://logoform.jp/form/oWjU/627670


 

問３ 現在の南区合同庁舎の不便に感じていること、困っていることを教えてください。 

（☑ はいくつでも） 

□施設が古く、使いづらい 

 （和式トイレやバリアフ

リー対応） 

□待合スペースや通路が狭

い 

□貸室が少ない、狭い 

□公民館事務室と貸室が離

れている 

□こどもの待機場所（キッズ

スペース）がない 

□授乳室が使いづらい 

□交流スペースが無い □窓口でのプライバシー確

保が不十分 

□目的の場所が分かりにく

い 

□公共交通機関が不便 

（遠い、便が少ない） 

□駐車場・駐輪場が 

狭い、足りない 

□特に課題（困っているこ

と）はない 

□上記の選択肢以外 

（具体的に：                                ） 

 

問４ 今後の南区合同庁舎のあり方として、必要・重要だと思うサービスや機能、設備など

を教えてください。（☑ は３つまで） 

□多様性に配慮したトイレ

やバリアフリー対応設備 

□ゆとりある待合スペース 

や通路 

□様々な市民活動に利用でき

る貸室 

□１か所でまとめて手続き

できる窓口 

□プライバシーに配慮した  

 窓口や相談室 

□わかりやすく、使いやすい

諸室の配置 

□こども連れでも利用しや

すいキッズスペースや授

乳室 

□気軽に利用できるオープ

ンスペース 

□イベントも開催できる 

屋外広場やロビー 

□観光などの情報発信機能

やスペース 

□交通アクセスの充実 

（駐車場・公共交通機関） 

□自然エネルギーの利用によ

る省エネルギー化 

□災害時に防災拠点になる

場所 

□上記の選択肢以外 

（具体的に：                     

                         ） 

 

問５ 南区合同庁舎のあり方、改修工事の進め方についてご意見などありましたら、 

ご記入ください。（自由意見・要望など） 

 

 

～アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。～ 
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令和６年度 地区まちづくりを考える懇談会 実施要領 

 

１ 目的 

  まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性や地域資源を生かした

まちづくりを協働して考える場を設け、住みよいまちづくりを推進する。 

 

２ 本年度の開催方針等 

各地区まちづくり会議が市長と地区のまちづくりについて考える「対話」の場を希望した場合に

実施する。 

  また、名称を『地区まちづくりを考える懇談会「地域の未来を語ろうwith市長」』として実施する。 

 

３ 開催単位 

実施希望地区のみ年１回１会場までとする。 

 

４ 実施方法 

  各地区まちづくり会議と市の協働により実施する。 

 

５ 開催日等 

  実施日及び会場は、まちづくり会議と市との調整により決定する。 

  開始時間は原則午後６時からとし、協議により変更可能とする。 

（まちづくり会議側からの希望がある場合は、昼間の実施も可能とする。） 

 

６ 進行等 

  懇談会の進行等はまちづくり会議の代表者等が行い、実施時間は概ね１時間３０分とする。 

 

７ 出席者 

（１）地区の出席者は、まちづくり会議の委員とする。なお、まちづくり会議が特に必要とする場合

には、委員以外の出席を認めることができるものとする。 

（２）市側の出席者は、市長、テーマ担当副市長、区長、テーマに関連する局長（市長公室長含む。）

及び事務局長とする。ただし、区長は副区長が、局長は部長級が代わることができ、部長級が設

置されていない局については、局長が指定する所属長が代わることができ、事務局長は次長又は

指定する職員が代わることができるものとする。また、まちづくり会議事務局の職員、テーマに

関連する部署の課長及び職員も出席できるものとする。 

  ※市長の公務日程等で対応できない場合がある。 

 



 

８ 懇談の内容 

  地区のまちづくりに関して、地区でテーマを設定する（二つ以内）。 

【テーマの考え方】 

  ア 現在、地区で重点的に取り組んでいるもの。 

  イ 今後、地区で取り組んでいく必要があるもの。 

 

９ 傍聴 

当日受付とし、地区以外の住民も傍聴可能する。ただし、会場の都合により、座席数には限りが

あるため、希望者が多い場合には抽選により、傍聴者を決定する場合がある。 

 

１０ 周知方法 

市ホームページ及び地域情報紙にて周知を行う。 



令和６年度 地区まちづくりを考える懇談会の流れ 

 

（１）開会（まちづくり会議委員） 

（２）出席者の紹介（まちづくり会議委員・市側出席者） 

（３）まちづくり会議代表あいさつ 

（４）市長あいさつ 

（５）懇談 

※議論の視点「地域でできること」、「市がやるべきこと」、「協働でできること」とは何か 

という視点から建設的な懇談の場とする。 

   ・テーマの内容をまちづくり会議から説明（パワーポイント、資料等） 

   ・テーマに関連する市や区の取組等について説明（関連する区長、局長等） 

   ・テーマについての懇談 

・まちづくり会議代表あいさつ 

（６）市長あいさつ（感想） 

（７）閉会 



 

グループ討議の結果 
 

【Ａグループ】 

・免許返納で移動の手段がなくなり、更に高齢化により、足が悪くなると、今

後、買い物にいけなくなる方が増えてくる。 

・かなちゃん手形は便利だが、大野台では、バスが１時間１～２本の運行であ

り、手形を便利に使えるかは疑問。 

・タクシーは、呼んでもきてくれないこともあり、課題に感じている。 

・移動販売車“とくし丸”が地域の一部で回っているが、足が悪い方であって

も、自宅の近くに来てくれて、商品を目で見て選ぶことができるので、現実

的に移動販売車が増えるとよいのではないか。 

 

【Ｂグループ】 

・買い物難民の高齢者には、荷物を運ぶことや病院に行くのも大変。また、ネ

ットスーパーなどのスマホアプリの操作も苦手。 

・スーパーの配送は、午前中の配送や何千円以上などの条件があり、使いづら

い面がある。 

・イオンやイトーヨーカドー、オーケーストア、島忠などが配送車を持ってい

るので、組合を作ってもらって、会員のところに、御用聞きの様に回っても

らってはどうか。また、そうした大型店の関係者に輪番でもよいので、まち

づくり会議に来ていただきたい。 



 

 

 

【Ｃグループ】 

・ライドシェアをより推進して欲しい。 

・相模台地区で行われる乗合タクシーについて、市からタクシー会社に働きか

けて、更によりよい形で実施して欲しい。 

・とくし丸は個人事業主が運営しているが、事業を始める初期費用として、３

００万円程かかるらしいので、市が初期費用を補助したらどうか。 

・民生委員とも関係するが、独居高齢者の御用聞きのような仕組みがあるとよ

い。 

・高齢者用のタクシー券の配布はぜひ市が実施して欲しい。 

・具体的にやれることからやった方がよいのではないか。 

 



テーマ 

『高齢化に伴う買い物支援と移動手段の確保につ

いて』 

 

【趣 旨】 

 大野中地区には、公共交通不便地域が、大野台や若松・東大沼の一

部にあるが、アンケート結果によれば、鵜野森においても、身近な買

い物先が少なく、古淵や町田市に出かけるなど、買い物に不便を感じ

ている方が多い。 

また、高齢化により、運転免許証の返納で移動手段がなくなり、足

が不自由な方が更に増えていくと、いつかは、少子高齢化や核家族化

により、家族等の支援者も足らなくなり、地域生活の維持が難しい世

帯が増えてしまわないか、と懸念している。 

そうした高齢者には、介護保険制度によるヘルパーが、買い物の代

行をしてくれるが、健康寿命や介護予防の観点からは、買い物などを

通じて、自ら出かけることも大事かと思う。 

一方、国においては、ライドシェアの解禁、相模原市の南区では、

新磯地区でグリーンスローモビリティ、相模台地区で乗合タクシーの

実証実験が行われており、こうした取組にも関心を持っているが、高

齢化が進行していくなかで、地域の高齢者が将来にわたって、安心し

て相模原市に住み続けられるよう、市と懇談をしたい。 

 



（案１）高齢者用のタクシー券の交付等について 

 現在、障害者に対しては、市がタクシー券・自動車燃料券を交付し

ており、他にも、タクシー料金の割引、バス運賃の割引などが、事業

者により行われている。 

一方、高齢者に対する市の移動支援としては、介護タクシー等の利

用に使える「ねたきり高齢者等移送サービス」があるが、基本的に要

介護４・５のストレッチャーや車いす等を使用する方に限定されてい

る。 

また、東京都や横浜市、川崎市では、一定の自己負担のもと、高齢

者等にバス・電車等のフリーパスを交付しているが、本市においては、

そうした取組みはない。 

民間事業者による取組みでは、神奈川中央交通の「かなちゃん手形」

は、定期的にバスを利用する人には得があるが、そうではない方には

馴染まず、ＮＰＯ等の団体が移動困難な高齢者や障害者を移送する

「福祉有償運送」は、実施団体が少なく利用が難しい。 

以上の背景を踏まえて、歩行困難な高齢者が、重い荷物を運ぶ際や

通院時などのタクシー代等の経済的負担を軽減し、安心して地域で暮

らしていけるよう、「ねたきり高齢者等移送サービス」の対象要件の緩

和や高齢者用のタクシー券を市から交付していただけないか、と考え

ている。市でも大変厳しい財政状況ではあると思うが、どの様に考え

ているか。 

 



 

 

 

 

（案２）乗合タクシー等の今後の展開について 

 大野中地区では、移動手段の確保として、以前、コミュニティバス

の導入を検討したことがあったが、様々な条件があるため、現実的で

はない、ということになった。 

一方、市においては、令和５年度から新磯地区でグリーンスローモ

ビリティ―、令和６年度から相模台地区で乗合タクシーの実証実験を

行っている。 

これらの実証実験について、どの様な課題があって、今後の他地区

への事業展開について、どの様に考えているか、市の考えを伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（案３）移動販売車の普及に向けて 

 大野中地区には、大野台などの一部に、食料品等の移動販売車が定

期的に来ており、地域住民からは、大変助かっている、という声があ

る一方で、もう少し来る頻度が増えれば、という声も聞いている。 

 まちづくり会議で検討した際にも、移動販売車については、外出機

会や地域コミュニティの創出にも寄与するものとして、もっと普及し

て欲しい、という意見が多かった。 

 しかし、移動販売車の運営には、コストがかかることから、例えば、

初期費用や車両に係る費用の助成等を市が行うことで、普及が進むの

ではないか、と考えているが、普及のための他の方法も含めて、市の

考えを伺いたい。 

 

 

 

 

 

 

 



役割分担の検討について 
 

テーマ 

「高齢化に伴う移動手段の確保と買い物支援について」  

 

司  会：（     ） 

趣旨説明：（     ） 

閉会挨拶：（     ） 

 

ＮＯ 懇談事項（案） 当日発表者 

１ 高齢者用のタクシー券等の交付について  

２ 乗合タクシー等の今後の展開について  

３ 移動販売車の普及に向けて  

 

 

【令和５年度】 

 司 会：堤副会長   閉会あいさつ：田村副会長 

 発表者：大塚委員、髙安副会長、髙橋委員 

 

【令和４年度】 

 司 会：佐藤委員   閉会あいさつ：古賀委員 

 発表者：新國副会長、細谷委員、山口委員、髙安副会長 

 

【令和３年度】 コロナ禍で中止 

 



問合せ先 

都市建設局まちづくり推進部交通政策課 

０４２－７６９－８２４９（直通） 

南区新磯地区における 

グリーンスローモビリティ実証運行について 
 

本市では、高齢化や地域特有の地理条件などから身近な移動に困難さを抱える地域の課

題解決策として、昨年度から地域主体でのグリーンスローモビリティ（時速２０km未満で

公道を走る電動車を活用した小さな移動サービス）の実証運行を行っており、今年度は緑

区若葉台地区において、６月１日から実証運行を開始したところです。 

この度、南区新磯地区においても、次のとおり実証運行を開始しますのでお知らせしま

す。 

 

１ 実証運行開始日 

  令和６年６月１５日（土）（令和７年３月末日まで運行予定） 

  ※毎週土曜日の午後に運行（新戸地区で運行） 

  ※今後も運行範囲や運行頻度の拡充等について、地域主体で検討を進める予定です。 

 

２ 運行ルート 

地区内の住宅を周回し、 

地域の商業施設等へ接続 

 

３ 運行主体 

  新磯地区グリーンスローモビリティ 

  導入検討委員会 

 

４ 運賃 

  無料（ボランティアドライバーによる道路運送法の許可・登録を要しない輸送） 

 

５ 使用車両 

タジマモーターコーポレーション製 

tajima-nao6j（定員８名） 

    ※今年度は開放的なカートタイプから、 

エアコン等を備えたバスタイプの車両に 

変更して運行します。 

 

令和６年６月１３日 

相 模 原 市 発 表 資 料 

tajima-nao6j 

運行エリア 



お問い合わせ
交通政策課
電話 042-769-8249直通

「相模台地区乗合タクシー」の実証運行を開始します

交通不便地域鉄道駅等かつ、バス停圏域外の解消に向け、中山間地

域で導入している乗合タクシーの都市部での有効性を検証するため、相模台地区で実証運

行を行います。

 実証運行概要

乗合タクシーは、路線バスのように停留所と運行ダイヤを定めますが、経路は指定せず、

事前の予約に応じて運行する交通です。

本実証運行を通じて、移動ニーズや運行上の課題の把握などを行い、地域のニーズに応

じた交通環境の実現につなげてまいります。

 運行期間

令和年月日月から令和年月日金まで

 運行区域

南区相模台丁目・麻溝台丁目周辺

※交通不便地域を中心におおむねのエリア

 運行内容

運行形態 事前予約型の乗合運行予約受付先070-1687-9926

受付期間利用予定日の週間前から前日まで

受付時間午後時から午後時まで

運行日 月曜日・水曜日・金曜日週日 ※月日祝日は除く

※運行期間での最大運行日数は日

運行時間 午前時から午後時まで日あたり最大便

使用車両 最大名まで乗り合いが可能なタクシー車両 ※各便台で運行

運賃 乗車 人あたり 円 ※未就学児は無料

運行事業者 双葉交通株、ケイエム交通株、株ワイキャブ

 その他

実証運行は、移動手段の確保等に関する連携協定を締結している一社神奈川県タク

シー協会相模支部相模原地区会と連携して実施します。

令和年月日

相模原市発表資料

停留所は運行区域に

箇所あります

停留所標識
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必要ございません。どなたでもご予約いただけます。

他に予約されている方のご迷惑になる恐れがありますので、停留所にご不在

だった場合は、待たずに出発します。

運転手は予約を受け付けておりません。必ずお電話でご予約ください。

予約されていない方はご利用できません。必ず利用される人数分を予約してく

ださい。

原則として、Ａ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→Ｆの順番に運行しますが、予約のあった

停留所の位置関係によっては、順番が前後する場合もあります。

乗車定員が４名のため、予約に空きがあれば４名までの予約が可能です。予約

時点で乗車定員を超える場合は、別の便をご案内することがあります。

当日予約はできませんので、あらかじめ余裕をもった時刻（便）のご予約をお

願いします。

キャンセル料は発生しません。キャンセルする場合は利用する便の２時間前ま

でにお電話ください。

キャンセルを複数回された方は、その後の予約をお断りする場合があります。

前日までに変更のご連絡をお願いします。当日変更はできません。



お問い合わせ 相模原市 交通政策課 ０４２－７６９－８２４９

介助者が同乗される場合は、ご利用いただけます。

その場合は、ご本人と介助者のお二人のご予約と運賃が必要です。

一般的なタクシー車両ですので、車いすやベビーカーを使用したまま乗車する

ことはできません。

折りたたんで収納できるものであれば、持ち込むことができます。

相模台地区の交通不便地域を解消するために、どのような交通手段が適切かを

実証実験を通じて検討するためです。

利用された方にヒアリングなどを実施させていただき、実証実験の検証を行い

ます。検証の結果を踏まえて、今後の対応を検討してまいります。

一回の乗車につき、バスの初乗り料金（２１０円）とタクシーの初乗り料金

（５００円）の間で設定しています。

路線バスと競合すると、バスの減便に繋がる恐れがあるため、駅などには行け

ません。

どこから乗っても、どこで降りても、料金は一律３００円です。なお、未就学

児は無料です。

ありません。

できません。運賃のお支払いは現金のみです。



令和６年度　まちづくり会議日程表　【委員用 】

日付 時間 会場 会議 主な内容

令和６年
　　　　　４月１８日（木）

19時～
大野中公民館

大会議室
第１回　全体会議 ・懇談会のテーマに基づく検討（グループ討議）

令和６年
　　　　　７月１８日（木）

19時～
大野中公民館

大会議室
第２回　全体会議

・懇談会のテーマに基づく検討（全体討議①）
・懇談会の役割の確認　など

令和６年
　　　　　９月１９日（木）

19時～
大野中公民館

大会議室
第３回　全体会議 ・懇談会のテーマに基づく検討（全体討議②）

★
令和６年１１月５日（火）
　　　　　又は７日（木）
　　　　又は１２日（火）

18時～
大野中公民館

大会議室
大野中地区まちづく
りを考える懇談会

　懇談会開催

令和６年
　　　　１２月１７日（火）

19時～
大野中公民館

大会議室
第４回　全体会議

・懇談会振り返り
・次年度懇談会のテーマ検討①　など

令和７年
　　　　　２月　６日（木）

19時～
大野中公民館

大会議室
第５回　全体会議 ・次年度懇談会のテーマ検討②　など

※変更がある場合は、随時ご連絡いたします。



熱中症特別警戒アラート等の入手方法 

 

１ 熱中症警戒アラート等のメール配信サービス 

  環境省が発表する熱中症特別警戒アラートと熱中症警戒アラートを、 メールで配信 
するサービスです。受信したい発表区域を選択して、いくつでも登録できます。 
１日２回、登録した区域で熱中症警戒アラートが発表されたとき、また１日１回、全国 

いずれかの都道府県で熱中症特別警戒アラートが発表されたとき、速やかにメールでお知

らせします。 

＜ＵＲＬ＞                 ＜二次元コード＞ 
https://plus.sugumail.com/usr/env/home  
 

２ さがみはらメールマガジン「防災」 

  市内の気象情報、地震情報、避難指示等の災害に関する重要な情報のほか、ひばり放送

でお知らせした情報等を随時配信します。 

  「ひばり放送」及び「さがみはら保健所メール」に登録いただくことで、熱中症特別警

戒アラートが発表された場合に、情報が入手できます。以下の二次元コードから空メール

を送信し、返信されたメールから登録をお願いします。 

原則、市域全体に配信しますが、地域限定の情報がある場合、登録された地区へ配信す

る場合がありますので、情報配信を希望する地区を選択してください。 

＜ＵＲＬ＞ 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026875/koho/1026879/1006334/1006336.html 

＜二次元コード＞ 
 

 

 

 

 

 

 

３ 市ホームページ「熱中症にご注意ください！」 

  市ホームページでは、熱中症対策についてお知らせする他、熱中症特別警戒アラート等

に関する情報を発信します。 

＜ＵＲＬ＞ 

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/kenko/1026632/1023520.html 

＜二次元コード＞ 

 

 

 

 

 

別紙１ 

https://plus.sugumail.com/usr/env/home
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/1026875/koho/1026879/1006334/1006336.html
https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/kosodate/kenko/1026632/1023520.html

